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◼ 本書はAIReadのフォルダ監視による自動実行の設定方法を記載した文書です。

◼ 手動での読み取り実行を自動化することで、業務効率化を実現します。

◼ 3つの手法ごとの比較表

1. はじめに

手法 メリット 推奨環境 注意点

バッチループ 設定が容易、即導入可能 個人PC、一時的な利用 都度手動起動が必要

タスクスケジューラ OS管理で安定、ログオフ
時も動作

共有サーバー、24時間稼働 実行サイクルの最短間隔が
1分

ETLオプション リアルタイム検知、複雑
な後処理

基幹システム連携、即時性
重視

利用には別途オプション契
約が必要

◼ ETLオプションのファイルトリガーを使用については別途オプション契約が必要となりますので
詳細は営業担当にご相談ください。
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◼ 概要
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2. bat内にループするスクリプトを記載して常駐させ定期実行

◼ サンプルの使用方法
サンプルのダウンロードはこちらからダウンロード可能です。
サンプルバッチをご使用の際は、以下の「設定」部分をご自身の環境に合わせて書き換えてください。

・WATCH_FOLDER： インプットファイルが投入される監視フォルダのパス
・CHECK_INTERVAL： フォルダを見に行く間隔（秒数）
・COMMAND_TO_RUN： AIReadを実行するためのファイル（.bat または .arex）のパス
・LOG_DIR： 実行ログを出力・保存するフォルダのパス

◼ サンプルの仕様
・ログの自動ローテーション：

月が変わると自動的にログファイルをバックアップし、管理しやすい状態で、読み取りの成功・失敗、チェック中の
動作などの実行履歴を保存します。

・二重起動防止機能：
システム的な鍵（ポート）を使用することで、誤って2回起動しても多重実行されないよう物理的に防ぎます。

Windowsのコマンドプロンプト（.bat）を使用し、処理の実行と待機を繰り返すループ構造を記述して常駐させる方法
です。特別なソフトや設定が不要で、バッチファイル（.bat）を実行するだけで監視を開始できます。
手元のPCで手軽に導入したい場合など簡易的な運用に適しています。なお、起動はその都度手動でバッチファイルを立
ち上げ直す必要があります。

※サンプルコード内で set "PORT=49876" とされていますが、ポートが競合する場合は、この数値を変更してください。

※ .arexはAIRead独自の実行用ショートカットファイルです。

https://manual.airead.ai/wp-content/uploads/filewatch.zip
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◼ 概要
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3.タスクスケジューラに登録して定期実行（1/6）

◼ 設定方法サンプル

タスクスケジューラ画面から「タスクの作成」をします。

Windows OSの標準機能である「タスクスケジューラ」を利用して、あらかじめ設定したスケジュール（例：5分ごと）
に基づきAIReadを実行する方法です。OSが実行を管理するため、PC起動時の自動開始やログオフ状態での動作が可能
です。共用PCやサーバーでの安定運用、または担当者が不在の時間帯を含めた24時間の自動監視を行いたい場合などに
適しています。なお、スケジュール設定で指定できる実行間隔の最短は1分です。
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◼  全般タブ
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3.タスクスケジューラに登録して定期実行（2/6）

ここでは「誰が・どの権限で」実行するかを定義します。
サーバー運用や共用PCの場合、ログオフ状態でも動作を継続させる設定が不可欠です。
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◼ トリガータブ
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3.タスクスケジューラに登録して定期実行（3/6）

Windowsのスケジュール機能を利用して、一定間隔（例：5分ごと）で実行ファイルを自動起動する設定です。
OSが定期的に「監視フォルダにファイルがあるか」を確認しに行く運用が可能になります。
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◼ 操作タブ
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3.タスクスケジューラに登録して定期実行（4/6）

実際に実行するAIReadの実行ファイルを指定するステップです。
「プログラム/スクリプト」欄に、使用する実行ファイル（.bat または .arex）のフルパスを記述してください。
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◼ 条件タブ
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3.タスクスケジューラに登録して定期実行（5/6）

タスクを実行するための電源状況やシステムの状態を制限する設定です。
ノートPCで運用する場合、デフォルトでは「AC電源接続時のみ実行」が有効になっています。
電源ケーブルを抜いた状態でも自動読み取りを行いたい場合は、電源セクションのチェックを外してください。
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◼ 設定タブ
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3.タスクスケジューラに登録して定期実行（6/6）

タスクの実行管理に関する詳細な動作を定義します。
「新しいインスタンスを開始しない」を選択してください。
この設定により、常に1つのタスクのみが動作する状態を維持できます。
前回の処理が完了していない状態で次のサイクルが始まってしまうことによる、二重起動や処理の中断、データの競合
といったトラブルを未然に防ぐことができます。
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◼ 概要
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4. ETLオプションのファイルトリガーを使用（1/5）

AIRead ETLオプションの「ファイルトリガー」を使用する方法です。
監視フォルダへの画像ファイルの到着などをトリガーとして自動検知し、AIReadを自動実行するため、タイムラグのな
いリアルタイムな処理が可能になります。即時性が求められる業務や、読み取り後のデータを基幹システムへ直接登録
する等、複雑な前後処理を伴う自動化に適しています。なお、本機能の利用には別途オプション契約が必要となります。

◼ 設定方法サンプル

以下画像がETLオプションのジョブサンプルです。
ビューやビューフィルタはファイルトリガーを起動させるための仕組みとして、便宜上ファイル入出力の設定を行って
いるダミー設定となります。
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4. ETLオプションのファイルトリガーを使用（2/5）

◼ ビューの設定

このサンプルはC:¥AIRead直下にある「in.txt」（ダミーテキスト）をそのまま「out.txt」としてC:¥AIRead直下に出力
する設定となっています。
ファイル監視を設定するうえでのダミー設定のため、この処理自体の意味はありません。
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4. ETLオプションのファイルトリガーを使用（3/5）

◼ ビューフィルタの設定
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4. ETLオプションのファイルトリガーを使用（4/5）

◼ ジョブのプロパティ

ジョブのプロパティでファイル監視の設定をします。（ジョブ画面の任意の場所を右クリック→プロパティ）

・処理タブ
前処理にAIReadの実行ファイルを追加します。
コマンドライン文字列の「cmd /c 」のあとに実行ファイル（.bat または .arex）のパスを設定してください。
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4. ETLオプションのファイルトリガーを使用（5/5）

・トリガタブ
トリガを追加します。
トリガ種別「ファイル」を選択し、監視ファイルを追加します。
以下のサンプルでは C:¥AIRead¥input 以下に格納されたファイルすべてを対象としています。
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お問い合わせ先

アライズイノベーション株式会社

東京都中央区勝どき3-13-1

Mail : airead_support@ariseinnovation.co.jp

AIRead Official  : https://airead.ai/

AIRead Support : https://airead.tech/

AIRead Manual : https://manual.airead.ai/

mailto:airead_support@ariseinnovation.co.jp
https://airead.ai/
https://airead.tech/
https://manual.airead.ai/
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